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宮崎県日向市で
山田監督を応援する「山田会」
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［特集］

映画館のないまち、宮崎県日向市から山田監督を応援

「同胞」との出会いから30年、
上映会を26回開催してきました。

山田会　代表　和 田 康 之

とよなか山田会の大先輩となる「山田会」が、1993年（平成５）8月、今からちょうど30年前、
宮崎県日向市(人口57,456人)に誕生しました。第1回の上映会は、1994年１月、「学校」「同胞」。
以来、2023年7月の「こんにちは、母さん」上映会まで、山田監督作品の自主上映会を営々と続け
て来られました。会長和田康之様ほかスタッフの方々に心からの敬意と声援をお送りします。

昨
年
７
月
、
26
回
目
の
先
行
上
映
会
を
開
催

山
田
監
督
は
、
観
客
と
と
も
に
映
画
鑑
賞
後
、
挨
拶
に
登
壇

　

山
田
洋
次
監
督
の
最
新
作
「
こ
ん
に
ち
は
、
母
さ
ん
」

（
２
０
２
３
年
9
月
1
日
公
開
）
の
先
行
上
映
会
を
、
山
田
監
督

と
北
山
雅
康
さ
ん
を
迎
え
て
、
昨
年
７
月
15
日
に
日
向
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
た
。
初
回
の
上
映
会
を
開
催
し
て

以
降
、
回
数
に
し
て
26
回
目
、
う
ち
、
山
田
監
督
は
18
回
目
の

参
加
と
な
る
上
映
会
で
あ
っ
た
。

　

登
壇
さ
れ
た
山
田
監
督
の
「
日
向
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
特
別

な
場
所
」
と
い
う
開
口
の
お
言
葉
か
ら
は
じ
ま
り
、「
素
晴
ら
し

い
観
客
に
囲
ま
れ
幸
せ
」「
日
向
に
お
邪
魔
す
る
よ
う
に
な
っ
て

30
年
、
本
当
に
映
画
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
た
め
の

映
画
会
で
、
か
つ
て
こ
う
い
う
風
に
映
画
は
あ
っ
た
ん
だ
な
っ

て
こ
と
を
僕
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
」、
さ
ら
に
、「
映
画
を

取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
る
な
か
、
日
向
に
来
る
と
、
ま
た
映
画

へ
の
希
望
を
失
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
」

と
、
想
い
を
語
ら
れ
、
会
場
は
大
き
な
暖
か
い
拍
手
で
包
ま
れ

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

山
田
監
督
の
嬉
し
い
言
葉

　

上
映
会
か
ら
ひ
と
月
も
経
た
な
い
８
月
５
付
け
朝
日
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
山
田
監
督
の
連
載
手
記
と
、
観
客
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
、
山
田
会
の
活
動
や
山
田
映
画
の
力
、
魅
力
を
客
観
的
に

表
現
さ
れ
て
お
り
、
僕
た
ち
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
格
別
に
嬉
し

い
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
、
以
下
、
紹
介
す
る
。

●
『
暑
い
中
を
宮
崎
県
の
日
向
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
新
作
「
こ

ん
に
ち
は
、
母
さ
ん
」
の
先
行
上
映
会
で
す
。

そ
の
昔
、
映
画
館
の
な
い
こ
の
街
の
若
者
た
ち
が
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誘

致
を
め
ざ
し
て
僕
の
作
品
の
特
別
上
映
会
を
企
画
、
そ
れ
が
一
回
で

終
わ
ら
ず
に
僕
が
映
画
を
作
る
た
び
に
開
催
し
て
く
れ
て
今
年
で
30

年
に
な
る
。
若
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
所
帯
を
持
っ
て
、
中
に
は
孫
が

い
た
り
し
な
が
ら
今
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
僕
が
挨
拶
の
た
め

に
市
民
ホ
ー
ル
の
壇
上
に
立
つ
と
、
会
場
を
埋
め
た
１
千
人
の
観
客

が
一
斉
に
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
手
に
し
て
「
お
帰
り
な
さ
ー
い
」
と

叫
ん
で
く
れ
る
。
こ
の
人
た
ち
と
自
分
の
映
画
を
見
る
の
が
実
に
楽

し
い
。
大
声
で
笑
う
、
隣
同
士
で
語
り
合
う
、
ス
マ
ホ
を
か
け
る
人

も
い
る
、
都
会
の
窮
屈
な
シ
ネ
コ
ン
と
は
ま
っ
た
く
違
う
気
楽
な
昔

の
映
画
見
物
の
世
界
が
僕
に
は
た
ま
ら
な
い
の
で
す
。』

【
２
０
２
３
年
8
月
5
日
付
け
、
朝
日
新
聞
「                         

」　

連
載
『
山
田
洋
次　

夢
を
つ
く
る　

20
』
よ
り
冒
頭
部
引
用
】

●
『
私
は
、
今
か
ら
13
年
前
、
初
め
て
山
田
会
の
映
画
を
観
ま
し
た
。

そ
の
時
に
は
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
当
時
、
私
は
主
人
を
亡
く
し
て
３
ヶ
月
過
ぎ
た
頃
で
し
た
。
友

人
夫
婦
か
ら
誘
わ
れ
て
映
画
を
観
た
の
で
す
が
、
当
時
、
私
は
腹
か

ら
笑
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
こ
ん
で
い

ま
し
た
が
、
そ
の
映
画
を
観
て
い
る
時
、
腹
か
ら
笑
っ
て
い
る
自
分

で
し
た
。
そ
の
時
、
何
だ
か
ホ
ッ
と
し
た
自
分
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。』

【「
こ
ん
に
ち
は
、
母
さ
ん
」
先
行
上
映
会　

観
客
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
よ
り
】

be on saturday

黄色いハンカチで山田監督を歓迎（2023.7.15）

［特集］
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映画館のないまち、宮崎県日向市から山田監督を応援

「同胞」との出会いから30年、
上映会を26回開催してきました。

山田会　代表　和 田 康 之

とよなか山田会の大先輩となる「山田会」が、1993年（平成５）8月、今からちょうど30年前、
宮崎県日向市(人口57,456人)に誕生しました。第1回の上映会は、1994年１月、「学校」「同胞」。
以来、2023年7月の「こんにちは、母さん」上映会まで、山田監督作品の自主上映会を営々と続け
て来られました。会長和田康之様ほかスタッフの方々に心からの敬意と声援をお送りします。

「
同
胞
」
を
観
て
泣
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始
め
た
上
映
会

　

僕
に
も
、
生
涯
記
憶
に
残
っ
て
い
る
映
画
鑑
賞
の
時
が
あ

る
。
30
年
前
、
映
画
の
公
開
か
ら
17
年
後
に
山
田
監
督
の
「
同

胞
（
１
９
７
５
年
）」
を
観
た
時
の
こ
と
だ
。
観
た
と
い
っ
て
も
、

自
分
の
部
屋
の
14
型
テ
レ
ビ
で
ビ
デ
オ
で
観
た
の
だ
が
、
映
画

の
後
半
、
ボ
ロ
ボ
ロ
頬
を
つ
た
う
涙
を
、
僕
の
後
方
で
一
緒
に

観
て
い
る
弟
に
見
ら
れ
ま
い
と
し
て
い
た
が
、
弟
も
一
緒
に
泣

い
て
い
た
。
今
日
ま
で
、
こ
の
時
以
上
に
感
動
で
心
に
染
み
入
っ

た
映
画
鑑
賞
は
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
山
田
監
督
を
招
い
て
の
上
映
会
開
催
を
企
画
し
、

当
時
の
最
新
作
「
学
校
」
と
併
せ
て
、「
同
胞
」
を
上
映
し
た
。

１
９
９
４
年
１
月
の
こ
と
で
あ
る
。

日
向
市
で
の
ロ
ケ
を
直
談
判
、
監
督
の
返
答
に
天
に
も
登
る

気
持
ち

　
「
男
は
つ
ら
い
よ　

寅
次
郎
の
青
春
（
第
45
作・１
９
９
２
年
）」

は
、
宮
崎
ロ
ケ
作
品
で
あ

る
。
僕
の
住
む
日
向
市
は

宮
崎
県
北
部
に
位
置
す
る

が
、舞
台
と
な
っ
た
の
は
、

県
南
（
日
南
油
津
、
堀
川

運
河
）
が
中
心
だ
っ
た
。

ミ
ー
ハ
ー
な
気
持
ち
で
見

学
に
行
き
、
ロ
ケ
風
景
を

写
真
に
収
め
た
り
、
ロ
ケ

隊
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
に

泊
ま
り
山
田
監
督
か
ら
サ

イ
ン
を
い
た
だ
い
た
り
し

て
、
初
め
て
見
る
映
画
ロ

ケ
を
満
喫
し
た
。

　

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て

思
い
立
っ
た
よ
う
に
、
山

田
監
督
に
２
つ
の
直
談
判

を
し
た
。

１
．わ
が
街
、日
向
市
で
も

「
男
は
つ
ら
い
よ
」の
ロ

ケ
を
し
て
ほ
し
い
。

２
．
あ
な
た
の
映
画

祭
を
計
画
し
た
い

が
、
そ
の
時
に
来
て

い
た
だ
け
な
い
か
。

　

自
宅
電
話
口
に
出

て
い
た
だ
い
た
山
田

監
督
は
、
見
ず
知
ら

ず
の
若
者
か
ら
の

い
き
な
り
の
一
方
的

な
お
願
い
を
最
後
ま

で
、
聞
い
て
い
た
だ

い
た
。
そ
し
て
、「
映

画
ロ
ケ
の
件
は
、
簡

単
に
決
め
ら
れ
る
話
で
は
な
い
。
映
画
祭
の
件
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
合
え
ば
行
け
る
の
で
、
ぼ
く
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管
理
し

て
い
る
人
に
連
絡
を
取
っ
て
み
て
。
大
船
撮
影
所
の
内
藤
さ
ん

と
い
う
人
で
、
電
話
番
号
は
…
…
」
と
、
返
答
い
た
だ
い
た
。

天
に
も
昇
る
気
持
ち
だ
っ
た
。こ
の
時
、「
わ
か
り
ま
し
た
。今
後
、

検
討
し
ま
す
」
と
、
そ
の
場
を
取
り
繕
う
返
答
で
終
わ
っ
て
い

た
ら
、
山
田
会
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
30
年
前
の
山
田
監
督

と
の
最
初
の
出
会
い
、
や
り
と
り
で
あ
る
。

映
画
館
の
な
い
ま
ち
日
向
市
か
ら
応
援
し
続
け
る

　

昨
年
、
活
動
30
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
僕
た
ち
の
活
動
が
、
観
に

来
ら
れ
た
方
に
と
っ
て
何
ら
か
の
力
、
元
気
を
、
幸
福
を
感
じ

る
活
動
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
の
た
め
だ
け
に
で
も
継
続
し
て

い
く
意
義
、
使
命
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
ヒ

シ
ヒ
シ
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、背
伸
び
す
る
こ
と
な
く
、ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

映
画
館
の
な
い
ま
ち
日
向
市
か
ら
敬
愛
す
る
山
田
監
督
の
映
画

を
応
援
し
続
け
て
い
き
た
い
。

□□山山田田会会活活動動経経緯緯 2024.2.1現在

月 日 活　　　　動 上映会
山田
監督

倍賞
さん

1993 (H5) 8 19 山田監督の来日向（1994.1上映会）決定を受け「山田会」発足

1994 (H6) 1 16 「学校」「同胞」上映会　【山田監督講演①】 1 1

11 19 「男はつらいよ」日向ロケ要望署名簿（11,700名分）、市内写真集等を山田監督へ提出

1996 (H8) 1 13 「男はつらいよ　寅次郎紅の花」上映会 2

8 11 「学校Ⅱ」先行上映会　【山田監督講演②】 3 2

1997 (H9) 2 9 「虹をつかむ男」上映会 4

1998 (H10) 2 15 「男はつらいよ　寅次郎ハイビスカスの花・特別編」上映会　【倍賞千恵子さん講演】 5 1

9 26 「学校Ⅲ」先行上映会 6

2000 (H12) 5 「十五才学校Ⅳ」日向市ロケ行われる（21～23日）

10 14 「十五才学校Ⅳ」先行上映会　【山田監督舞台あいさつ③】 7 3

11 4 「十五才学校Ⅳ」先行上映会　【金井勇太さん、麻実れいさん舞台あいさつ】 8

「十五才学校Ⅳ」市内中学校３校合同鑑賞会　【山田監督舞台あいさつ④】 9 4

ロケ地となった財光寺中学校を訪問し、出前授業、全校生徒との交流会等に出席。給食も生徒と一緒
にとるなどして、生徒と交流を深める。

2002 (H14) 9 23 「たそがれ清兵衛」先行上映会　【山田監督舞台あいさつ⑤】 10 5

2004 (H16) 10 9 「隠し剣鬼の爪」先行上映会　　 【山田監督舞台あいさつ⑥】 11 6

2006 (H18) 11 23 「武士の一分」先行上映会　　　 【山田監督、檀れいさん舞台あいさつ⑦】 12 7

2008 (H20) 1 14 「母べえ」先行上映会　　　　　　 【山田監督、檀れいさん舞台あいさつ⑧】 13 8

10 19 日向市駅前広場で開催された「宮崎やまんかん祭り・杉コレクション2008」特別審査員として来市

2010 (H22) 1 17 「おとうと」先行上映会　【吉永小百合さん舞台あいさつ】（※山田監督は体調不良により欠席） 14

31 「幸福の黄色いハンカチ」「京都太秦物語」上映会　【山田監督・倍賞千恵子さん舞台あいさつ⑨】 15 9 2

31 日向市駅周辺交流拠点施設完成記念祝賀イベントに参加（あいさつ、もちまき）

2011 (H23) 「山田洋次監督生活50周年＆日向市制施行60周年記念　名作上映会」

「十五才学校Ⅳ」市内中学校２校合同観賞会　【山田監督あいさつ（倍賞千恵子さん出席）】 16

「男はつらいよ柴又慕情」「遥かなる山の呼び声」「十五才学校Ⅳ」上映会 17 10 3

【山田監督・倍賞千恵子さん舞台あいさつ⑩】

2013 （H25） 1 20 「東京家族」＆「ひまわりと子犬の７日間」特別上映会　【山田監督、平松監督舞台あいさつ⑪】 18 11

2013 （H25） 12 22 「小さいおうち」特別先行上映会　【山田監督、倍賞千恵子さん舞台あいさつ⑫】 19 12 4

2015 （H27） 3 28 「家族はつらいよ」特別先行試写会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑬】 20 13

2015 （H27） 12 26 「母と暮せば」特別上映会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑭】　 21 14

2017 （H29） 1 15 「家族はつらいよ２ 」特別先行上映会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑮】 22 15

2018 （H30） 4 1 「妻よ薔薇のように　家族はつらいよⅢ 」特別先行上映会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑯】 23 16

2019 （R1） 11 16 「男はつらいよ　お帰り　寅さん」特別先行上映会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑰】 24 17

2021 （R3） 7 17 「キネマの神様」特別先行上映会　【山田監督オンライン舞台あいさつ⑱】 25 17

2023 （R5） 7 15 「こんにちは、母さん」特別先行上映会　【山田監督・北山雅康さん市民と鑑賞・舞台あいさつ⑲】 26 18

23

年

12

10

10

19

22

□□山山田田会会活活動動経経緯緯 2024.2.1現在

月 日 活　　　　動 上映会
山田
監督

倍賞
さん

1993 (H5) 8 19 山田監督の来日向（1994.1上映会）決定を受け「山田会」発足

1994 (H6) 1 16 「学校」「同胞」上映会　【山田監督講演①】 1 1

11 19 「男はつらいよ」日向ロケ要望署名簿（11,700名分）、市内写真集等を山田監督へ提出

1996 (H8) 1 13 「男はつらいよ　寅次郎紅の花」上映会 2

8 11 「学校Ⅱ」先行上映会　【山田監督講演②】 3 2

1997 (H9) 2 9 「虹をつかむ男」上映会 4

1998 (H10) 2 15 「男はつらいよ　寅次郎ハイビスカスの花・特別編」上映会　【倍賞千恵子さん講演】 5 1

9 26 「学校Ⅲ」先行上映会 6

2000 (H12) 5 「十五才学校Ⅳ」日向市ロケ行われる（21～23日）

10 14 「十五才学校Ⅳ」先行上映会　【山田監督舞台あいさつ③】 7 3

11 4 「十五才学校Ⅳ」先行上映会　【金井勇太さん、麻実れいさん舞台あいさつ】 8

「十五才学校Ⅳ」市内中学校３校合同鑑賞会　【山田監督舞台あいさつ④】 9 4

ロケ地となった財光寺中学校を訪問し、出前授業、全校生徒との交流会等に出席。給食も生徒と一緒
にとるなどして、生徒と交流を深める。

2002 (H14) 9 23 「たそがれ清兵衛」先行上映会　【山田監督舞台あいさつ⑤】 10 5

2004 (H16) 10 9 「隠し剣鬼の爪」先行上映会　　 【山田監督舞台あいさつ⑥】 11 6

2006 (H18) 11 23 「武士の一分」先行上映会　　　 【山田監督、檀れいさん舞台あいさつ⑦】 12 7

2008 (H20) 1 14 「母べえ」先行上映会　　　　　　 【山田監督、檀れいさん舞台あいさつ⑧】 13 8

10 19 日向市駅前広場で開催された「宮崎やまんかん祭り・杉コレクション2008」特別審査員として来市

2010 (H22) 1 17 「おとうと」先行上映会　【吉永小百合さん舞台あいさつ】（※山田監督は体調不良により欠席） 14

31 「幸福の黄色いハンカチ」「京都太秦物語」上映会　【山田監督・倍賞千恵子さん舞台あいさつ⑨】 15 9 2

31 日向市駅周辺交流拠点施設完成記念祝賀イベントに参加（あいさつ、もちまき）

2011 (H23) 「山田洋次監督生活50周年＆日向市制施行60周年記念　名作上映会」

「十五才学校Ⅳ」市内中学校２校合同観賞会　【山田監督あいさつ（倍賞千恵子さん出席）】 16

「男はつらいよ柴又慕情」「遥かなる山の呼び声」「十五才学校Ⅳ」上映会 17 10 3

【山田監督・倍賞千恵子さん舞台あいさつ⑩】

2013 （H25） 1 20 「東京家族」＆「ひまわりと子犬の７日間」特別上映会　【山田監督、平松監督舞台あいさつ⑪】 18 11

2013 （H25） 12 22 「小さいおうち」特別先行上映会　【山田監督、倍賞千恵子さん舞台あいさつ⑫】 19 12 4

2015 （H27） 3 28 「家族はつらいよ」特別先行試写会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑬】 20 13

2015 （H27） 12 26 「母と暮せば」特別上映会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑭】　 21 14

2017 （H29） 1 15 「家族はつらいよ２ 」特別先行上映会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑮】 22 15

2018 （H30） 4 1 「妻よ薔薇のように　家族はつらいよⅢ 」特別先行上映会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑯】 23 16

2019 （R1） 11 16 「男はつらいよ　お帰り　寅さん」特別先行上映会　【山田監督市民と鑑賞・舞台あいさつ⑰】 24 17

2021 （R3） 7 17 「キネマの神様」特別先行上映会　【山田監督オンライン舞台あいさつ⑱】 25 17

2023 （R5） 7 15 「こんにちは、母さん」特別先行上映会　【山田監督・北山雅康さん市民と鑑賞・舞台あいさつ⑲】 26 18

23

年

12

10

10

19

22

上映会舞台あいさつの様子（2023.7.15）
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豊
中
市
内
の
四
社
が
素
戔
嗚
尊
を
主
祭
神
と
し
、

牛
頭
天
王
と
呼
ば
れ
て
い
た

　

現
在
の
原
田
神
社
の
主
祭
神
は
素
盞
嗚
尊
（
古
事
記
・
日
本

書
紀
で
は
須
佐
之
男
命
・
素
戔
嗚
尊
／
す
さ
の
お
の
み
こ
と
）

で
す
が
、
豊
中
市
内
で
は
近
代
に
合
祀
さ
れ
た
庄
内
神
社
を
除

い
て
、
八
坂
神
社
（
熊
野
町
）、
春
日
神
社
（
利
倉
）、
椋
橋
総

社（
庄
本
町
）が
素
盞
嗚
尊
を
主
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

驚
く
べ
き
こ
と
に
こ
の

四
社
す
べ
て
が
、
か
つ

て
牛
頭
天
王
（
社
）
と

呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

原
田
神
社
を
は
じ

め
、
獅
子
神
事
が
共
通

し
て
催
行
さ
れ
る
こ
れ

ら
の
神
社
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
神
紋
を
五
葉
木

瓜（
ご
よ
う
も
っ
こ
う
）

と
し
、
同
時
に
三
つ
巴

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
、
広
義
に
捉
え
れ

ば
京
都
東
山
の
八
坂
神

社
（
祇
園
社
）
に
連
な

る
祭
祀
を
執
り
行
う
神

社
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

八
坂
神
社（
祇
園
社
）

は
桓
武
朝
に
は
す
で
に
「
咳
病
を
除
か
ん
た
め
」
祭
祀
を
行
う

社
と
し
て
起
こ
さ
れ
て
い
て
、
や
が
て
行
疫
神
で
あ
る
と
さ
れ

た
牛
頭
天
王
を
祀
る
社
の
中
心
的
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
頃
の
日
本
は
、
度
々
、
疫
病
の
大
禍
に
襲
わ
れ
、

厄
災
を
恐
れ
る
と
と
も
に
そ
の
鎮
ま
り
を
願
う
貴
族
や
民
衆
の

精
神
状
態
と
相
俟
っ
て
、
こ
の
牛
頭
天
王
信
仰
が
席
巻
し
、
元
々

中
世
以
前
か
ら
続
く
原
田
神
社

　

山
田
洋
次
監
督
の
生
家
に
程
近
い
岡
町
・
桜
塚
の
商
店
街
。

買
い
物
客
で
賑
わ
う
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
心
に
、
突
如
、
天
が
開

け
、
凛
と
し
た
空
間
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
能
勢
街
道

や
桜
塚
街
道
（
原
田
道
）、
伊
丹
街
道
な
ど
が
交
差
し
、
現
在
の

豊
中
市
誕
生
の
礎
の
一
つ
と
な
っ
た
岡
町
・
桜
塚
地
域
に
根
付

く
、
原
田
神
社
の
境
内
で
す
。

　

原
田
神
社
は
、
由
緒
書
き
に
よ
る
と
、
古
く
は
西
牧
総
社
と

称
せ
ら
れ
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
年
）
頃
か
ら

は
祇
園
神
祠
ま
た
大
宮
殿
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
年
）
か
ら

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）ま
で
牛
頭
天
王
宮
（
ご
ず
て
ん
の
う

ぐ
う
）と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
年
）
に

は
京
都
の
吉
田
家
よ
り
原
田
大
明
神
の
称
号
を
得
て
、
そ
れ
以

来
、
原
田
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
氏
子
地
区
は
豊
島
郡
榎
坂
か
ら
、
川
辺

郡
富
松
に
至
る
七
十
二
ヶ
村
に
広
が
っ
て
い
ま

し
た
が
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
年
）
に
摂
津

守
荒
木
村
重
が
織
田
信
長
に
謀
反
を
起
こ
し
て

戦
に
な
っ
た
際
、
社
殿
、
神
宝
、
古
記
録
の
類

が
悉
く
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
殿
は
重
要
文
化
財
︒

秋
季
大
祭
で
は
「
お
て
ん
さ
ん
」
巡
行
や

臥
舞
の
獅
子
神
事

　

現
在
の
本
殿
は
、慶
安
五
年
（
一
六
五
二
年
）

に
再
建
さ
れ
た
五
間
社
流
造
の
瀟
洒
な
構
え

で
、国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
催
行
さ
れ
、
多
く
の
人
び
と
が
集

ま
る
秋
季
大
祭
は
、「
お
て
ん
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
る
獅
子
が
氏
子
地
区
を
巡
行
し
た
の
ち
、
宵

宮
で
臥
舞
い
を
行
っ
た
り
境
内
の
中
を
追
わ
れ

た
り
す
る
獅
子
神
事
で
、
市
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
勇
壮
な
祭
事
で
す
。

原
田
神
社
と
神
々

清
水
　
篤
さ
ん

●
豊
中
市
立
郷
土
資
料
館

清
水
　
篤

原田神社本殿

（左）素盞嗚尊神社（吹田市）の神紋　（右）原田神社獅子神事



5

あ
っ
た
地
域
の
社
に
も
そ
の
名
を
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
現
在
、
八
坂
と
い
う
名
の
神
社
は
二
六
〇
〇
社
を
超
え
、

ま
た
同
様
に
牛
頭
天
王
を
祀
る
愛
知
県
の
津
島
神
社
の
系
列
は

三
千
社
以
上
を
数
え
る
な
ど
、
祇
園
・
牛
頭
天
王
信
仰
と
い
う

も
の
の
広
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
お
気
づ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
牛
頭
天
王
を
略
し
、

崇
拝
し
な
が
ら
も
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
だ
も
の
が
「
お
て
ん

さ
ん
（
御
天
さ
ん
）」
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

荒
ぶ
る
神
「
牛
頭
天
王
」

　

で
は
、
牛
頭
天
王
と
は
い
か
な
る
神
な
の
か
。

　

鎌
倉
時
代
に
八
坂
神
社
（
祇
園
社
）
で
著
さ
れ
た
『
簠
簋
内

伝
金
烏
玉
兎
集
』
に
は
、
最
も
古
い
牛
頭
天
王
の
説
話
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
元
々
は
北
天
竺
魔
訶
陀
国
の
大
王
で
し
た

が
娑
婆
世
界
に
降
臨
し
牛
頭
天
王
と
な
っ
た
も
の
で
、
頭
に
は

黄
牛
の
面
、
す
る
ど
い
両
角
が
あ
り
、
そ
の
異
形
の
た
め
后
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
南
海
の
龍
宮
に
い
る
妃
を

求
め
て
旅
に
出
ま
す
。
長
旅
に
疲
れ
、
南
天
竺
夜
叉
国
の
巨
旦

大
王
に
宿
を
求
め
て
拒
絶
さ
れ
た
あ
と
、
貧
乏
な
蘇
民
将
来
に

も
て
な
さ
れ
て
無
事
に
龍
宮
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

龍
宮
で
八
人
の
王
子
を
も
う
け
た
後
、
北
天
竺
へ
の
帰
路
の
途

上
で
巨
旦
大
王
を
殲
滅
し
、
恩
の
あ
る
蘇
民
将
来
に
は
、「
自
分

は
こ
の
後
、
行
疫
神
と
な
り
王
子
た
ち
と
と
も
に
国
に
乱
入
す

る
が
、
お
前
と
そ
の
子
孫
は
守
護
す
る
」
と
約

束
し
別
れ
た
の
で
す
。

　

豊
中
市
や
そ
の
他
の
地
域
で
も
、
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
「
蘇
民
将
来
之
子
孫
也
」
と
墨
書
さ

れ
た
呪
符
木
簡
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、

平
安
～
鎌
倉
時
代
に
こ
の
説
話
に
示
さ
れ
た
こ

と
を
実
践
し
て
、
民
衆
が
厄
災
か
ら
逃
れ
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
頭
天
王
は
、
厄
災
か
ら
逃
れ
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
巨
旦
大
王
を
徹
底
的
に
調
伏
す
る
た
め
、
鏡
餅

は
（
巨
旦
大
王
の
）
骨
肉
、
草
餅
は
皮
膚
、
結
粽
は
鬢
髪
、
索

麺
は
筋
、
黄
菊
の
酒
は
血
脈
、
蹴
鞠
は
頭
、（
弓
矢
の
）
的
は
眼
、

門
松
は
墓
験
と
思
っ
て
、
五
節
の
祭
礼
を
違
え
ず
行
え
と
も
言
っ

て
い
て
、
現
代
で
も
身
近
な
も
の
が
こ
の
説
話
に
関
係
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
、
伝
統
的
な
行
事
に
な
ぞ
ら
え
た
、
と
て
も
興
味

深
い
記
述
で
す
。

　

こ
の
説
話
か
ら
は
、
近
世
以
降
に
広
ま
っ
た
勧
善
懲
悪
と
い

う
概
念
で
は
な
く
、
牛
頭
天
王
が
持
つ
、
疫
病
を
蔓
延
さ
せ
て

祟
る
側
面
と
逆
に
厄
災
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
側
面
を
合

わ
せ
持
つ
性
格
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
、
中
世
の
人
々
の
あ

る
種
矛
盾
し
た
と
も
い
え
る
思
想
が
窺
え
る
の
で
す
。

素
盞
嗚
尊
と
の
習
合

　

仏
教
世
界
か
ら
神
仏
習
合
に
よ
っ
て
行
疫
神
と
な
っ
た
牛
頭

天
王
は
、
中
世
後
期
に
天
津
神
で
あ
る
素
盞
嗚
尊
と
習
合
し
ま

す
。
素
盞
嗚
尊
は
、
あ
ま
り
の
暴
虐
ぶ
り
に
高
天
原
か
ら
追
放

さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
悪
神
で
あ
っ
た
も
の
が
、
や
が
て
善
神

と
し
て
君
臨
す
る
よ
う
に
な
り
、
牛
頭
天
王
信
仰
と
重
な
る
部

分
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
古
い
説
話
に
は
無
い
茅
の
輪
が

厄
災
除
け
に
加
わ
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
す
。

　

応
仁
の
乱
後
、
中
世
の
神
道
を
独
自
の
解
釈
で
集
成
整
理
し

た
京
都
吉
田
神
道
が
習
合
を
進
め
た
た
め
、
牛
頭
天
王
を
冠
し

た
神
社
が
次
々
と
素
盞
嗚
尊
を
主
祭
神
と
し
て
社
名
を
も
変
え

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

感
染
症
が
猛
威
を
ふ
る
い
、

大
規
模
災
害
が
多
発
す
る
現
代
ま
で
、

脈
々
と
続
く
牛
頭
信
仰

　

豊
中
市
を
含
む
北
摂
や
西
摂
地
域
に
限
っ
て
み
て
も
、
現
在
、

素
盞
嗚
尊
を
主
祭
神
と
す
る
神
社
は
九
十
社
を
超
え
て
い
ま
す

が
、
平
安
時
代
の
「
延
喜
神
名
式
」
に
記
載
さ
れ
た
式
内
社
は

ご
く
わ
ず
か
で
す
。
中
世
の
民
衆
は
あ
る
程
度
の
力
を
持
ち
、

独
立
し
た
自
治
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

牛
頭
天
王
を
祀
る
地
域
の
小
規
模
な
社
で
も
、
よ
り
強
い
勢
力

に
紐
づ
け
る
こ
と
で
、
そ
の
信
仰
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

感
染
症
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
、
大
規
模
な
災
害
が
頻
発
す
る

現
代
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
つ
つ
、チ
マ
キ
を
食
べ
た
り
、

茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
た
り
す
る
時
に
、
い
に
し
え
の
牛
頭
天
王
の

説
話
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

［
主
な
参
考
文
献
］

脇
田
晴
子『
中
世
京
都
と
祇
園
祭
』中
央
公
論
新
社〔
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
年
）〕

川
村　

湊『
牛
頭
天
王
と
蘇
民
将
来
伝
説
』作
品
社〔
平
成
一
九
年（
二
〇
〇
七
年
）〕

別
冊
歴
史
読
本『
日
本「
神
社
」総
覧
』新
人
物
往
来
社〔
平
成
三
年（
一
九
九
一
年
）〕

『
日
本
の
神
々
の
事
典
』
学
習
研
究
社
〔
平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）〕

商店街から見た原田神社
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岡
町
南
の
想
い
出

堀
江
　
宏

70
年
ぶ
り
の
岡
町
は
︙

　

私
は
七
十
余
年
ぶ
り
に
豊
中
市
に
舞
い
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

と
言
っ
て
も
現
住
所
は
千
里
中
央
で
す
か
ら
、
生
ま
れ
故
郷
の

岡
町
南
界
隈
と
は
少
し
距
離
が
あ
り
ま
す
。
竹
薮
ば
か
り
で
あ
っ

た
千
里
山
の
変
貌
ぶ
り
も
少
し
は
わ
か
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

思
い
立
っ
て
岡
町
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

阪
急
の
高
架
化
で
あ
っ
け
な
く
母
校
を
通
過

　

バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
阪
急
豊
中
駅
か
ら
一
駅
の
乗
車
で
し
た

が
、
母
校
の
克
明
小
学
校
が
高
架
で
味
気
な
く
通
過
し
た
の
で
、

我
々
の
在
学
中
に
線
路
脇
ま
で
拡
張
さ
れ
た
運
動
場
も
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
交
通
の
利
便
性
を
考
え
る
と
、
こ

れ
は
納
得
し
て
岡
町
駅
下
車
。
い
よ
い
よ
勝
手
知
っ
た
道
筋
を

た
ど
り
な
が
ら
萬
歳
橋
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

懐
か
し
い
谷
田
公
園
と
萬
歳
橋

　

昔
、
谷
田
池
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
公
園
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

谷
田
公
園
で
す
。
昭
和
初
期
の
池
を
見
た
人
は
い
ま
何
人
居
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
堤
の
よ
う
な
萬
歳
橋
が
左
右
に
池
を
分
断

し
て
お
り
、
し
か
も
常
識
外
れ
で
、
橋
と
は
橋
脚
に
支
え
ら
れ

て
水
路
を
越
え
る
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
橋
と
呼

べ
る
か
疑
問
で
し
た
が
、
公
園
に
な
っ
た
こ
と
で
奇
妙
な
橋
は

お
役
目
を
終
っ
た
よ
う
で
す
。

　

北
詰
に
は
欄
干
に
使
わ
れ
た
石
柱
と
、
無
造
作
に
埋
め
ら
れ

「
萬
」
の
み
読
み
取
れ
る
銘
石
と
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
は
少
し
悲

し
い
気
が
し
ま
し
た
。
し
か
し
本
来
漑
（
か
ん
が
い
）
池
で
あ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
流
出
口
が
階
段
と
共
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
救
い
で
し
た
。
我
が
家
は
池
ま
で
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
に
あ
り
、
母
は
遊
び
に
行
く
と
き
「
池
に
ハ
マ
り
な
や
！
」

が
口
癖
で
し
た
。「
お
に
や
ん
ま
」
の
宝
庫
で
、
昆
虫
採
集
セ
ッ

ト
で
は
な
く
、「
と
り
も
ち
」
な
る
も
の
を
つ
け
た
竹
の
穂
先
を

振
り
か
ざ
し
て
の
ト
ン
ボ
と
り
（
現
在
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
）

は
ス
リ
リ
ン
グ
で
、
下
手
を
す
れ
ば
ド
ボ
ン
で
し
た
が
、
暗
く

な
る
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

堀
江
　
宏
さ
ん

●
１
９
２
９
年
（
昭
和
4
年
）
生
ま
れ

　
克
明
小
学
校
、
豊
中
高
校
（
旧
制
豊
中
中
学
）
大
阪
医
科
大
学
卒
業

　
隠
退
内
科
医

超
光
寺
幼
稚
園
の
１
期
生

　

も
う
一
つ
目
を
引
い
た
の
が
超
光
寺
幼
稚
園
で
す
。
私
は
94

歳
、
卒
園
第
1
期
生
な
の
で
す
。
当
時
は
池
に
阻
ま
れ
た
園
庭

で
窮
屈
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
建
物
が
南
に
移
転
し

て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
お
遊
び
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
豊
中
は
町
か
ら
市
に
変
わ
り
、
希
望
に
満
ち
た
街
が

広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
夕
方
に
な
る
と

各
家
の
門
灯
が
と
も

り
、
子
供
は
明
日
の

遊
び
を
楽
し
み
に
家

路
に
つ
い
た
も
の
で

す
。

　

泥
だ
ら
け
で
遊
ん

だ
私
は
、
そ
の
後
、

旧
制
豊
中
中
学
（
現

豊
中
高
校
）
へ
通
い

出
し
ま
し
た
が
、
そ

の
頃
に
は
日
本
に
軍

国
主
義
の
暗
雲
が
立

ち
込
め
、
暗
い
岡
町

が
や
っ
て
来
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
を
か
み

し
め
な
が
ら
生
ま
れ

故
郷
を
後
に
し
ま
し

た
。

道路の部分が昔の萬歳橋

谷田公園から見る超光寺幼稚園 谷田池と萬歳橋を背に筆者



7

「
七
人
の
侍
」
を
久
し
ぶ
り
に
見
て

沢
良
木
和
生

最
後
ま
で
観
て
し
ま
い
ま
し
た

　

こ
の
一
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
「
七
人
の
侍
」
を
観
ま
し
た
。

あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
勘
兵
衛
（
志
村
喬
）
や

久
蔵
（
宮
口
清
二
）
が
登
場
す
る
シ
ー
ン
を
見
て
い
る
う
ち
に

引
き
込
ま
れ
、
最
後
ま
で
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
常
に
回
し
て
い
る

三
本
、
と
き
に
は
八
本
の
カ
メ
ラ
、
一
本
の
望
遠
レ
ン
ズ
に
よ

る
撮
影
か
ら
生
ま
れ
た
結
果
だ
そ
う
で
、
な
る
ほ
ど
、
こ
の
よ

う
に
撮
れ
ば
、
真
っ
正
面
か
ら
し
っ
か
り
と
迫
力
あ
る
演
技
が

掴
め
る
ん
や
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

天
正
十
四
年
︵
一
五
八
六
年
︶
春
の
こ
と

　

さ
て
こ
の
物
語
は
、
い
つ
頃
の
お
話
な
の
か
。
ウ
ィ
キ
の
解

説
に
よ
る
と
、
丙
戌
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
年
）
春
の
頃
だ

そ
う
で
す
。
一
五
七
九
年
、
摂
津
の
荒
木
村
重
が
信
長
に
背
き
、

一
五
八
二
年
、
信
長
、
本
能
寺
で
明
智
光
秀
に
攻
め
ら
れ
自

刃
。
同
年
光
秀
山
崎
の
戦
で
滅
亡
。
一
五
八
三
年
、
柴
田
勝
家

越
前
北
荘
城
で
自
殺
。
一
五
八
七
年
島
津
義
久
、
秀
吉
に
降
伏
。

一
五
九
〇
年
、
小
田
原
城
降
伏
。
一
五
九
一
年
、
秀
吉
、
朝
鮮

出
兵
発
令
。
ま
さ
に
戦
国
時
代
末
期
、
騒
乱
の
時
代
で
す
。

　

襲
撃
し
て
く
る
野
伏
（
の
ぶ
せ
り
）
か
ら
村
を
護
る
た
め
に
、

米
飯
一
杯
の
み
を
代
償
に
宿
場
町
を
往
来
す
る
強
そ
う
な
武
士

を
探
す
百
姓
た
ち
。
巧
み
な
シ
ナ
リ
オ
の
展
開
で
、
と
も
か
く

七
名
の
武
士
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
二

時
間
ほ
ど
の
長
い
ス
ト
ー
リ
ー
、
可
憐
な
恋
愛
、
訓
練
中
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
凄
絶
な
復
讐
や
襲
撃
戦
が
次
々
と
展
開
、
そ
の
迫

力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

で
す
が
、
こ
の
物
語
の
中
、
細
か
い
部
分
は
さ
て
お
き
、
納

得
で
き
な
い
部
分
が
二
か
所
、
あ
り
ま
し
た
。

雨
の
中
の
火
縄
銃

　

最
後
の
決
戦
の
と
き
の
大
乱
戦
。
降
り
し
ぶ
く
豪
雨
。

　

そ
の
中
で
、
剣
客
久
蔵
が
、
鉄
砲
で
撃
た
れ
て
斃
れ
ま
す
。

そ
の
と
き
彼
は
、
撃
っ
て
き
た
方
角
へ
愛
刀
を
投
げ
、
射
手
の

居
場
所
を
知
ら
せ
ま
す
。
そ
れ
を
見
た
菊
千
代（
三
船
敏
郎
）が
、

女
た
ち
の
避
難
し
て
い
る
倉
庫
に
隠
れ
た
敵
将
を
打
ち
取
ろ
う

と
迫
っ
て
い
く
中
、
自
分
も
二
発
目
の
銃
弾
を
受
け
て
倒
れ
ま

す
。
必
死
で
起
ち
上
っ
て
、
長
尺
の
愛
刀
（
長
巻
か
）
を
一
筋

に
差
し
つ
け
て
、
歩
一
歩
迫
り
な
が
ら
敵
の
大
将
を
刺
し
殺
し

ま
す
。
三
船
敏
郎
の
執
念
に
満
ち
た
圧
巻
の
場
面
で
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
鉄
砲
シ
ー
ン
は
、
本
当
は
あ
り
得
な
い
は
ず
で

す
。
と
い
う
の
は
、
雨
中
で
は
火
縄
が
消
え
て
し
ま
っ
て
、
銃

弾
の
発
射
は
不
能
と
な
る
か
ら
で
す
。
こ
の
と
き
の
久
蔵
と
菊

千
代
の
戦
死
は
、
残
念
な
が
ら
事
実
と
し
て
は
起
こ
り
得
ま
せ

ん
。
シ
ナ
リ
オ
に
無
理
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

生
き
残
っ
た
侍
の
生
き
方

　

も
う
ひ
と
つ
、
納
得
で
き
な
い
の
は
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
す
。

百
姓
た
ち
の
喜
び
が
み
な
ぎ
る
田
植
風
景
を
背
景
に
、
闘
い
に

倒
れ
た
侍
た
ち
の
四
つ
の
土
饅
頭
を
見
つ
め
て
、
勘
兵
衛
は
呟

き
ま
す
。「
結
局
は
、
勝
っ
た
の
は
百
姓
た
ち
で
、
我
ら
は
ま
た

負
け
戦
だ
っ
た
」。

　

ま
こ
と
に
哀
愁
に
満
ち
た
述
懐
で
、
映
画
は
こ
れ
で
終
わ
り
、

生
き
残
っ
た
三
人
の
侍
は
、
再
び
仕
官
先
を
求
め
て
放
浪
の
旅

に
出
る
と
予
想
さ
れ
、
こ
の
物
語
の
悲
劇
性
が
強
調
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
あ
え
て
言
い
た
い
の
で
す
。
放
浪
の
旅
に

出
て
も
も
は
や
初
老
。
い
か
に
軍
学
軍
事
に
優
れ
て
い
よ
う
と

無
事
就
職
先
が
見
つ
か
る
保
証
は
な
く
、
野
垂
れ
死
ぬ
か
も
し

れ
な
い
。

　

そ
れ
な
ら
、
こ
の
村
に
居
つ
い
て
地
侍
と
な
り
、
こ
こ
で
土

豪
と
な
る
道
を
選
ぶ
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
い
う
な
ら
あ
の

殲
滅
し
た
野
伏
と
重
な
る
道
で
す
。

　

滅
亡
し
た
野
伏
か
ら
解
放
さ
れ
た
近
隣
の
集
落
に
呼
び
か
け
、

田
畑
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
馬
と
い
う
強
力
な
生
産

手
段
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
し
、
鉄
砲
も
手
に
入
れ
て
武
装
力

も
向
上
し
た
。
た
だ
、
闘
争
力
団
結
力
は
弱
い
か
ら
、
武
士
が

中
心
と
な
っ
て
闘
う
組
織
と
な
り
、
わ
が
身
で
産
ん
だ
生
産
を

わ
が
身
で
守
る
固
い
集
団
を
つ
く
る
。
そ
う
い
う
土
豪
が
、
こ

の
時
代
、
各
地
で
勃
興
し
て
い
ま
す
。

　

家
名
由
緒
が
必
要
な
ら
作
れ
ば
い
い
。
一
番
手
っ
取
り
早
く
、

お
互
い
信
頼
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
、
共
に
戦
っ
た
百
姓
と
武

士
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
侍
と
百
姓
と
の
間
に
様
々
な
葛
藤
が
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
そ
れ
は
両
者
が
今
後
を
生
き
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま

こ
と
に
小
さ
な
問
題
。
そ
れ
も
新
し
い
時
代
を
開
く
物
語
と
な

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
中
で
も
古
い
時
代
、
熊
野
田
や
原

田
で
、
土
豪
が
盤
踞
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

こ
の
映
画
が
企
画
さ
れ
た
１
９
５
０
年
代
初
頭
、
黒
沢
監
督

や
橋
本
忍
さ
ん
や
小
国
英
雄
さ
ん
な
ど
の
優
れ
た
脚
本
家
に
、
そ

う
し
た
力
強
い
民
衆
史
の
新
し
い
研
究
が
届
い
て
い
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
、
物
語
と
な
ら
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

沢
良
木
和
生

●
１
９
３
０
年
生
ま
れ

　
学
生
運
動
で
同
志
社
大
学
退
学
。
建
設
業
経
営

　
２
０
０
０
年
以
来
、
市
民
活
動
に
参
加

　
ミ
ニ
コ
ミ
誌
発
行
・
創
作
活
動


